
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
、
相
次
ぐ
異
常
気

象
な
ど
の
要
因
が
折
り
重
な
っ
て
招

い
た
イ
ン
フ
レ
だ
け
に
、
出
口
が
見

通
し
に
く
い
の
が
特
徴
と
い
え
ま

す
。

食
品
価
格
高
騰 

続
く

　

国
内
で
は
食
品
価
格
の
高
騰
が
続

い
て
い
ま
す
。
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

が
毎
月
発
表
す
る
「『
食
品
主
要
一

〇
五
社
』
価
格
改
定
動
向
調
査
（
一

一
月
）」
に
よ
る
と
、
二
〇
二
二
年

が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
オ
イ
ル
シ

ョ
ッ
ク
の
時
に
は
「
狂
乱
物
価
」
と

な
り
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど

が
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
か
ら
消
え
る
事

態
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

足
元
で
は
四
〇
年
前
の
よ
う
な
大

混
乱
は
起
き
て
い
な
い
も
の
の
、
記

録
的
な
消
費
者
物
価
の
上
昇
を
背
景

に
、
従
業
員
に
イ
ン
フ
レ
手
当
て
を

支
給
す
る
企
業
も
出
始
め
る
な
ど
、

日
本
で
長
年
続
い
た
デ
フ
レ
基
調
に

変
化
の
兆
し
が
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的

な
蔓
延
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

グ
ロ
ー
バ
ル
な 

供
給
網
の
破
綻

　

日
本
国
内
で
イ
ン
フ
レ
が
加
速
し

て
い
ま
す
。
電
気
代
や
ガ
ス
代
な
ど

の
原
材
料
コ
ス
ト
が
上
が
り
、
政
府

が
値
上
が
り
分
の
一
部
を
補
填
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
電
器
製
品

や
生
活
必
需
品
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
幅

広
い
商
品
の
値
段
が
上
昇
し
ま
し

た
。
海
外
で
も
イ
ン
フ
レ
の
動
き
は

止
ま
ら
ず
、
今
年
も
こ
の
傾
向
は
続

く
可
能
性
が
大
き
い
で
し
ょ
う
。
ア

ン
テ
ナ
を
高
く
掲
げ
、
身
を
守
る
農

家
に
役
立
つ
情
報
を
幅
広
く
収
集
す

る
こ
と
が
重
要
と
い
え
ま
す
。

　

消
費
者
物
価
の
騰
勢
は
数
字
で
も

明
ら
か
で
す
。
総
務
省
が
二
〇
二
二

年
一
一
月
一
八
日
に
発
表
し
た
消
費

者
物
価
指
数
（
変
動
の
大
き
い
生
鮮

品
を
除
く
総
合
指
数
）
は
、
前
年
対

比
三
・
六
％
上
昇
し
て
前
月
の
三
・

〇
％
上
昇
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

こ
の
伸
び
率
は
、
第
二
次
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
末
期
だ
っ
た
四
〇
年
前
以

来
の
上
げ
幅
に
相
当
し
ま
す
。
五
〇

代
後
半
の
世
代
な
ら
覚
え
て
い
る
方

①
イ
ン
フ
レ
時
代
の
農
業
経
営

次
世
代
に
つ
な
ぐ
農
業
経
営
支
援

肥
料
や
梱
包
資
材
の
価
格
高
騰
等
、
昨
今
の
経
済
情
勢
は
、
農
業
に
も
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
経
済
・
国
際
情
勢
の
農
業
経
営
へ
の

影
響
を
分
析
し
、
今
後
の
見
通
し
を
読
み
解
く
。
ま
た
、
イ
ン
フ
レ
時
代
を
乗

り
越
え
る
た
め
の
支
援
策
等
も
紹
介
す
る
。

農業ジャーナリスト
日本農業新聞特別編集委員

山田 優
1955 年東京生まれ。名古屋大学農
学部卒業後、日本農業新聞に従事
（38 年間）し、世界の農業や農業政
策、農産物の通商交渉問題などを取
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新潮社）、『農業問題の基層とは何
か』（共著、ミネルヴァ書房）他。
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の
値
上
げ
品
目
は
累
計
で
二
万
七
四

三
品
目
に
達
す
る
見
通
し
で
す
（
図

表
１
）。

　

ま
た
、
年
間
の
平
均
値
上
げ
率
は

一
四
％
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
高
止
ま
り

な
ど
か
ら
二
〇
二
三
年
二
～
三
月
に

は
、
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
の
再
来
の
可

能
性
が
あ
る
な
ど
、
食
品
の
イ
ン
フ

レ
傾
向
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
と
同
社

は
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

日
銀
は
、
昨
年
一
〇
月
に
公
表
し

た
「
経
済
・
物
価
情
勢
の
展
望
」

で
、
今
年
の
消
費
者
物
価
指
数
の
動

き
を
予
測
し
て
い
ま
す
。
今
年
前
半

に
指
数
は
プ
ラ
ス
幅
を
縮
小
し
て
い

く
も
の
の
、「
マ
ク
ロ
的
な
需
給
ギ

ャ
ッ
プ
が
改
善
し
、
中
長
期
的
な
予

想
物
価
上
昇
率
や
賃
金
上
昇
率
も
高

ま
っ
て
い
く
も
と
で
、
再
び
プ
ラ
ス

幅
を
緩
や
か
に
拡
大
し
て
い
く
」
と

し
て
、
指
数
が
後
半
に
か
け
て
上
昇

す
る
こ
と
を
予
想
し
て
い
ま
す
。

　

農
家
経
営
に
と
っ
て
は
、
店
頭
で

食
品
価
格
が
上
が
る
こ
と
は
決
し
て

悪
い
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
販
売
価

格
の
上
昇
は
ダ
イ
レ
ク
ト
に
農
家
所

得
に
結
び
つ
く
か
ら
で
す
。
し
か
も
、

こ
れ
ま
で
消
費
者
や
事
業
者
の
間
に

染
み
つ
い
た
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
が
一

掃
さ
れ
れ
ば
、
コ
ス
ト
上
昇
を
販
売

価
格
に
転
嫁
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

昨
年
末
、
全
国
で
店
舗
展
開
す
る

あ
る
中
堅
外
食
企
業
の
役
員
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ

ま
で
な
か
な
か
値
上
げ
を
言
い
出
し

に
く
か
っ
た
が
、
同
業
各
社
も
一
斉

に
値
上
げ
し
た
の
で
、
遠
慮
な
く
価

格
改
定
が
進
め
ら
れ
た
」
と
ニ
コ
ニ

コ
し
な
が
ら
胸
の
内
を
明
か
し
て
く

れ
ま
し
た
。
記
者
会
見
の
席
な
ど
で

は
苦
虫
を
か
み
つ
ぶ
し
た
よ
う
に
し

て
「
諸
般
の
事
情
が
あ
り
、
や
む
を

得
ず
値
上
げ
し
ま
す
」
と
発
言
し
て

い
ま
し
た
が
、
本
音
を
言
え
ば
、

「
横
断
歩
道
の
赤
信
号
を
み
ん
な
で

渡
れ
て
嬉
し
い
」
と
い
う
よ
う
な
思

い
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

農
産
物
価
格
は 

横
ば
い

　

し
か
し
、
食
品
企
業
が
一
斉
に
原

材
料
や
人
件
費
の
上
昇
を
理
由
に
値

上
げ
を
進
め
る
な
か
、
農
業
分
野
だ

け
が
完
全
に
取
り
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
水
省
が
二
〇
二
二
年
一
〇
月
末

に
発
表
し
た
、
九
月
の
農
業
物
価
指

数
が
、
そ
れ
を
端
的
に
物
語
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
農
家
が
売
る

米
や
野
菜
、
畜
産
物
の
値
動
き
（
農

産
物
価
格
指
数
）
と
、
購
入
す
る
肥

料
、
飼
料
や
光
熱
動
力
費
の
値
動
き

（
農
業
生
産
資
材
価
格
指
数
）
を
、

基
準
年
（
二
〇
二
〇
年
）
を
一
〇
〇

【図表１】2022 年の食品値上げ（10月 31 日時点）品目数／月別

（出所）帝国データバンク「『食品主要 105 社』価格改定動向調査（11 月）」
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に
散
逸
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
地
域

農
業
ひ
い
て
は
国
全
体
に
と
っ
て
大

き
な
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、
円
滑
な
事

業
承
継
が
い
か
に
必
要
か
、
ま
た
事

前
に
計
画
的
に
事
業
承
継
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
い
か
に
大
切
か
、
農
業

者
や
関
係
諸
機
関
へ
の
能
動
的
な
広

報
活
動
が
必
要
と
考
え
る
」
と
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
の
皆
様
が

事
業
承
継
に
つ
い
て
現
場
で
支
援
に

あ
た
る
際
の
有
用
な
情
報
を
提
供
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
身
近
な
問
題
と

し
て
意
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
②

準
備
不
足
が
招
く
事
業
資
産
の
散
逸

等
な
ど
に
対
す
る
危
機
意
識
が
欠
如

し
て
い
る
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
の
進
展
な
ど
に
伴
い
、

事
業
承
継
に
つ
い
て
の
問
題
意
識
は

一
定
程
度
の
高
ま
り
を
感
じ
ま
す

が
、
で
は
事
業
承
継
に
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
め
ば
よ
い
か
と
い

う
情
報
は
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る

状
況
で
す
。
同
報
告
書
に
お
い
て
も

「
優
良
資
産
が
円
滑
に
承
継
さ
れ
ず

は
じ
め
に

　

農
業
の
事
業
承
継
に
つ
い
て
は
、

農
林
漁
業
金
融
公
庫
（
現
日
本
政
策

金
融
公
庫
農
林
水
産
事
業
）
が
、
二

〇
〇
七
年
六
月
に
「
農
業
経
営
に
お

け
る
事
業
承
継
に
関
す
る
調
査
報
告

書
」
を
出
し
て
い
ま
す
。
同
報
告
書

は
、
当
時
か
ら
す
で
に
「
い
か
に
円

滑
に
事
業
承
継
を
図
っ
て
い
く
か
と

い
う
観
点
は
、
地
域
農
業
の
維
持
や

農
業
活
性
化
に
お
い
て
一
つ
の
大
き

な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
」「
わ
が
国
の

農
業
は
そ
の
多
く
を
高
齢
者
が
担
っ

て
お
り
、
リ
タ
イ
ア
が
間
近
に
迫
っ

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
事
業
承

継
は
待
っ
た
な
し
の
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
の
調

査
か
ら
一
五
年
以
上
が
経
過
し
た

今
、
地
域
農
業
の
維
持
に
お
い
て
事

業
承
継
は
重
大
な
局
面
を
迎
え
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
一
方
で
、
同
報
告
書
は
「
今

回
調
査
は
、
大
規
模
経
営
体
を
中
心

に
行
っ
た
も
の
だ
が
、
概
し
て
事
業

承
継
に
つ
い
て
の
問
題
意
識
は
希
薄

で
あ
っ
た
」「
こ
れ
は
、
①
事
業
承

継
が
数
十
年
に
一
度
の
割
合
で
起
こ

今
、
地
域
農
業
に
は
、
次
世
代
組
合
員
の
計
画
的
な
創
出
に
対
す
る
取
組
み
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
農
業
の
事
業
承
継
に
つ
い
て
、
事
業
承
継
計

画
策
定
の
流
れ
や
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

北海道大学大学院農学研究科修士課
程修了。農林漁業金融公庫（現日本
政策金融公庫）勤務を経て、2012
年 4 月税理士事務所を開業。北海
道税理士会常務理事（税務支援対策
部長）、北海道農業経営相談所コー
ディネーター、北海道６次産業化サ
ポートセンター企画推進員、農林中
金アカデミー講師。
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⑴
　
事
業
承
継
の
進
め
方

　

同
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
事

業
承
継
の
進
め
方
は
、
法
人
の
事
業

承
継
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
個
人
事
業
主
の
場
合
で
も
考
え

方
は
同
じ
で
す
（
図
表
１
）。

　

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
【
現
状
の
把
握
】

と
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
【
後
継
者
・
承
継

方
法
の
確
定
】
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ
２
が
先
行
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

得
る
と
同
冊
子
に
注
書
き
が
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
ま
さ
に
農
業
に
お
い
て

は
、
こ
の
後
継
者
・
承
継
方
法
の
確

定
に
、
先
に
意
識
が
い
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

⑵
　
各
承
継
方
法

　

承
継
方
法
に
は
、
親
族
内
承
継
、

親
族
外
承
継
（
従
業
員
等
）、
親
族

外
承
継
（
第
三
者
）
の
三
パ
タ
ー
ン

が
あ
り
、
承
継
方
法
が
異
な
る
と
組

立
て
方
や
税
務
的
な
論
点
な
ど
が
異

な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
承
継
方
法

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
次
頁

図
表
２
の
と
お
り
で
す
。

①
親
族
内
承
継

　

親
族
内
承
継
で
も
親
族
外
承
継

（
従
業
員
等
）
で
も
、
後
継
者
を
確

保
す
る
う
え
で
最
も
重
要
な
の
が
、

良
好
な
人
間
関
係
の
構
築
で
す
。
子

ど
も
に
継
が
せ
よ
う
と
し
た
が
親
と

喧
嘩
し
て
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
、

後
継
者
候
補
と
し
て
従
業
員
を
雇
っ

た
が
数
年
経
っ
て
か
ら
辞
め
て
し
ま

っ
た
、
と
い
う
話
を
し
ば
し
ば
聞
き

後
継
者
・
承
継 

方
法
の
確
定

　

事
業
承
継
支
援
に
あ
た
っ
て
は
、

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
が
発
行
し

て
い
る
「
中
小
企
業
経
営
者
の
た
め

の
事
業
承
継
対
策
」
が
、
大
変
参
考

に
な
り
ま
す
。
事
業
承
継
の
進
め
方

や
事
業
承
継
計
画
の
策
定
、
事
業
承

継
に
関
す
る
支
援
施
策
な
ど
が
網
羅

的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

【図表１】事業承継の進め方

（出所）中小企業基盤整備機構「中小企業経営者のための事業承継
対策」より作成
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ア
．
取
組
内
容

　
助
成
対
象
者
が
融
資
を
活
用
し
て

行
う
次
の
取
組
み
と
な
り
ま
す
。

・
農
産
物
の
生
産
、
加
工
、
流
通
そ

の
他
農
業
経
営
の
開
始
ま
た
は

改
善
に
必
要
な
機
械
等
の
取
得
、

改
良
、
補
強
ま
た
は
修
繕
。

　
具
体
例
：
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農

業
用
機
械
の
取
得
、
乾
燥
調
製

施
設
や
集
出
荷
施
設
な
ど
の
取

得
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
整
備

な
ど

・
農
地
等
の
造
成
、
改
良
ま
た
は
復

旧
。

む
）。

・
地
域
に
お
け
る
継
続
的
な
農
地
利

用
を
図
る
者
と
し
て
市
町
村
が

認
め
る
者
。

イ
．
実
質
化
さ
れ
た
人
・
農
地
プ
ラ

ン
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
地
域

・
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
賃
借
権

等
の
設
定
等
を
受
け
た
者

　
な
お
、
令
和
五
年
度
は
、
人
・
農

地
プ
ラ
ン
が
法
定
化
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
前
記
に
加
え
、
目
標
地
図
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
者
が
助
成
対
象
と

な
る
見
通
し
で
す
。

③
助
成
対
象
事
業

補
助
金

⑴
　
農
地
利
用
効
率
化
等
支
援
交

付
金
（
融
資
主
体
支
援
タ
イ
プ
）

①
事
業
の
概
要

　
本
交
付
金
は
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
経
営
体
等
を
対

象
に
、
地
域
が
目
指
す
べ
き
農
地
利

用
の
集
約
化
実
現
に
向
け
て
、
生
産

の
効
率
化
に
取
り
組
む
等
の
場
合
、

必
要
な
農
業
用
機
械
・
施
設
の
導
入

を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

②
助
成
対
象
者

　
対
象
者
は
、
次
の
者
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
新
規
就
農
者
で
あ
る

場
合
に
は
、
認
定
農
業
者
ま
た
は
認

定
就
農
者
に
限
り
ま
す
。

ア
．
実
質
化
さ
れ
た
人
・
農
地
プ
ラ

ン
が
作
成
さ
れ
て
い
る
地
域

・
認
定
農
業
者
、
認
定
就
農
者
な
ど

の
実
質
化
さ
れ
た
人
・
農
地
プ

ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
中
心

経
営
体
（
中
心
経
営
体
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ

る
と
市
町
村
が
認
め
る
者
を
含

③�

安
定
経
営
・
規
模
拡
大
に
役
立
つ�

補
助
金
・
税
制
優
遇
措
置

次
世
代
に
つ
な
ぐ
農
業
経
営
支
援

営
農
存
続
や
規
模
拡
大
に
は
、
公
的
な
助
成
制
度
等
を
活
用
し
た
事
業
資
金
の

補
填
や
節
税
が
欠
か
せ
な
い
。
本
稿
で
は
、
農
業
経
営
に
お
い
て
、
知
っ
て
お

き
た
い
補
助
金
制
度
や
税
制
優
遇
措
置
を
紹
介
す
る
。
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〇
〇
万
円
で
す
が
、
令
和
五
年
度
は
、

目
標
地
図
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
者
に

つ
い
て
は
上
限
額
が
六
〇
〇
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
ま
た
、
先
進
的
農
業
経
営
確
立
支

援
タ
イ
プ
（
よ
り
高
い
目
標
を
も
っ

て
一
定
の
取
組
等
を
行
お
う
と
す
る

農
業
経
営
体
に
対
し
て
支
援
を
行
う

も
の
）
の
場
合
の
上
限
額
は
、
個
人

一
〇
〇
〇
万
円
、
法
人
一
五
〇
〇
万

円
と
な
り
ま
す
。

⑵
　
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策

（
経
営
開
始
資
金
）

①
事
業
の
概
要

　
本
交
付
金
は
、
次
世
代
を
担
う
農

業
者
と
な
る
こ
と
を
志
向
す
る
者
に

対
し
、
就
農
直
後
の
経
営
確
立
を
資

金
面
か
ら
支
援
す
る
も
の
で
す
。

②
交
付
対
象
者

　
主
な
要
件
は
次
の
と
お
り
で
、
す

べ
て
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

・
独
立
・
自
営
就
農
時
の
年
齢
が
、

原
則
五
〇
歳
未
満
で
あ
り
、
次

世
代
を
担
う
農
業
者
と
な
る
こ

と
に
つ
き
強
い
意
欲
を
有
し
て

い
る
こ
と
。

・
自
ら
作
成
し
た
青
年
等
就
農
計
画

に
則
し
て
主
体
的
に
農
業
経
営

を
行
っ
て
い
る
独
立
・
自
営
就

農
者
で
あ
る
こ
と
。

・
青
年
等
就
農
計
画
の
認
定
を
受
け

た
者
で
あ
る
こ
と
。

・
青
年
等
就
農
計
画
等
が
、
農
業

経
営
開
始
後
五
年
ま
で
に
、
農

業
で
生
計
が
成
り
立
つ
計
画

で
あ
る
こ
と
。

・
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
中
心
経
営

体
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
（
位
置
づ
け
ら
れ
る

こ
と
が
確
実
と
見
込
ま
れ
る

場
合
を
含
む
）
ま
た
は
農
地
中

間
管
理
機
構
か
ら
農
地
を
借

り
受
け
て
い
る
こ
と
。

・
原
則
と
し
て
生
活
費
を
支
給
す

る
国
の
他
の
事
業
に
よ
る
給

付
等
（
生
活
保
護
な
ど
）
を
受

け
て
い
な
い
こ
と
。
ま
た
、
雇

用
就
農
資
金
に
よ
る
助
成
金

ま
た
は
経
営
継
承
・
発
展
支
援

事
業
に
よ
る
補
助
金
の
交
付

を
現
に
受
け
て
お
ら
ず
、
か
つ

過
去
に
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

・
原
則
と
し
て
前
年
の
世
帯
全
体

の
所
得
が
六
〇
〇
万
円
以
下

　
具
体
例
：
畦
畔
の
除
去
、
明
渠
・

暗
渠
排
水
の
整
備
な
ど

イ
．
要
件

　
事
業
内
容
の
主
な
要
件
は
次
の
と

お
り
で
す
。

・
単
年
度
で
完
了
す
る
こ
と
。

・
事
業
費
が
整
備
内
容
ご
と
に
五
〇

万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

・
機
械
等
の
耐
用
年
数
が
概
ね
五
年

以
上
二
〇
年
以
下
の
も
の
で
あ

る
こ
と
。

・
運
搬
用
ト
ラ
ッ
ク
、
パ
ソ
コ
ン
、

倉
庫
な
ど
、
農
業
経
営
の
用
途

以
外
の
用
途
に
容
易
に
供
さ
れ

る
よ
う
な
汎
用
性
の
高
い
も
の

で
な
い
こ
と
。

・
助
成
対
象
者
の
成
果
目
標
（
注
１
）

に
直
結
す
る
も
の
で
あ
り
、
既

存
の
機
械
等
の
単
な
る
更
新
を

行
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
。

④
交
付
金
額

　
事
業
内
容
ご
と
、
次
の
ア
～
ウ
の

う
ち
最
も
低
い
金
額
と
な
り
ま
す
。

ア
．
事
業
費
×
一
〇
分
の
三

イ
．
融
資
額

ウ
．
事
業
費

−

融
資
額

−

地
方
公
共

団
体
等
に
よ
る
助
成
額

　
な
お
、
現
時
点
で
の
上
限
額
は
三

【図表１】経営開始資金
令和２年度 令和３年度 令和４年度

交付金額

前年の所得が
1～3年目 150万円/年

150万円/年
100万円未満 150万円

100万円～350万円 （350万円−
前年の所得） ×3/5 4～5年目 120万円/年

350万円以上 0円
交付期間
（最長） 5年間 5年間 3年間

※夫婦型の場合の交付金額は、上記金額× 1.5 となる。
※�令和４年度は、150 万円 / 年×３年間であり、受給総額が前２年度に比べて減少しているが、これ
は経営発展支援事業が創設されたことによる。

で
あ
る
こ
と
。

③
交
付
金
額
お
よ
び
交
付
期
間

　
直
近
三
年
間
、
交
付
金
額
お
よ
び

交
付
期
間
は
、
図
表
１
の
よ
う
に
変

更
さ
れ
て
い
ま
す
。
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